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ごあいさつ 

 日頃はＮＥＣファシリティーズにおける事業活動に対しご厚情を賜り、厚く御礼申し

上げます。 

 

当社は、１９６６年に日電興産株式会社として発足後、幾度の事業統廃合を経て２０

０４年１０月、「不動産」から「建設」「オフィス管理」「プラント施設管理」「環境対策」

「保険」まで、お客さまの資産と施設をフルラインでカバーするサービス会社、“ＮＥＣ

ファシリティーズ株式会社”としてスタートいたしました。 

 

当社は、このフルラインサービス事業の特徴を生かし 

①ひとつの窓口であらゆるお客さまのご要望にお答えする“ワンストップサービス” 

②当社への一括委託による強み“チーム・フォー・バリュー”※１ 

を主要な事業テーマと位置づけ、お客さまにご満足いただける各種サービスをご提供し

ております。 

 

また、当社は、持ち得る事業領域やノウハウを生かし、「ＥＣＯ（環境対策）」「ＢＣＰ

（事業継続）」「ＬＣＭ（ライフサイクルマネジメント）」のソリューションビジネスを展

開することで、お客さまの環境経営や事業成長に大きく寄与するサービスを行っており

ます。 

 

このような中で当社は、「お客さまへの環境提案」「環境教育訓練」の実施はもとより、

従業員とその家族による「エコライフ運動」や業務効率の改善の「ＭＯＲＥ１０活動」

を全社共通活動として展開するなど、事業の枠を越えて環境活動に取り組むことで、「環

境事故のゼロ継続」や「環境意識の向上」を図っております。 

 

 この度、当社「環境報告書２００８」を発行し、２００７年度の環境報告と活動の一

部をご紹介させていただく運びとなりました。 

つきましては是非、ご一読頂き当社の環境活動へのご理解を頂くとともに忌憚のないご

意見を賜りますようお願い申し上げます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

※１ チーム・フォー・バリュー 

：当社各部門への一括委託による強み（例：建設部門とオフィス管理部門の両スタッフの協働により、安全、環

境、品質、効率、コスト等でベストな設備導入・管理やシステム構築ができる） 

 

ＮＥＣファシリティーズ株式会社 

代表取締役執行役員社長 

木戸喜則 
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会社概要 
社   名 ：ＮＥＣファシリティーズ株式会社（略称：ＮＥＣＦ） 

 

創   立 ：１９６６年１２月 

 （現社名変更 ２００４年１０月） 

 

本社所在地 ：〒105-0014 東京都港区芝二丁目２２－１２（ＮＥＣ第二別館） 

 

資 本 金 ：２億４千万円 

 

代 表 者 ：代表取締役執行役員社長 木戸喜則  

 

従業員数  ：１,４６２名（2008 年 7 月 1 日現在） 

 

売 上 高 ：９８３億円（2007 年度） 

 

事業概要 

：保険の代理業。 

：不動産の管理、売買、賃貸借、仲介、分譲、保守及び修理。寮の運営管理。 

：建物・施設の省エネ、更新、防災、警備の提案。 

：建物・施設の運用、統合ビル管理及び警備の受託管理。 

：施設の維持管理の企画計画、工務業務の受託管理。 

    工場内諸施設（ユーティリティー、環境施設）の運転・保守 

：環境設備に関する企画提案、設計・施工、コンサルティング、保守受託。 

：環境物質の分析、計量証明事業及び土壌環境事業。 

：建物・設備の企画設計、工事管理及びコンサルティング。 

：建物・設備の維持、点検整備及び新設・改修・レイアウト工事。 

建物・設備の新設・改修・レイアウト工事の受注活動。 

 

支社・支店 ※センターを除く 

：東北支社       宮城県仙台市青葉区中央４－６－１１（住友生命仙台中央ビル内） 
：東北支社 山形支店  山形県山形市香澄町３－１－７（朝日生命ビル内） 
 

：中部支社       愛知県名古屋市中区新栄２－２８－２２（NEC 名古屋ビル内） 
：中部支社 金沢支店  石川県金白山市安養寺１番地（NEC 北陸ｿﾌﾄｳｪｱｾﾝﾀｰﾋﾞﾙ内） 
：中部支社 山梨支店  山梨県甲府市大津町１０８８－３（NEC ｺﾝﾋﾟｭｰﾀﾃｸﾉ内） 
 

：西日本支社      大阪府大阪市中央区城見１－４－２４（NEC 関西ビル内） 
：西日本支社 大津支店 滋賀県大津市晴嵐１－１７－１（大八ビル内） 
：西日本支社 広島支店 広島県中区紙屋町２－２－１２（信和広島ビル内） 
 

：九州支社       福岡県博多市博多区御共所町１－１（西鉄祇園ビル内） 
：九州支社 熊本支店  熊本県熊本市八幡１－１－１（ＮＥＣｾﾐｺﾝﾀﾞｸﾀｰｽﾞ九州・山口内） 
：九州支社 鹿児島支店 鹿児島県出水市大野原町２０８０（NEC 液晶ﾃｸﾉﾛｼﾞｰ鹿児島内） 
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組織図 

 
 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

環境負荷データ    ※受託業務（委託先）で発生した環境負荷を除いたデータを記載 

環境負荷項目 2006 年度実績 2007 年度実績 備  考 

電  力 ３２２，６０２KWh ３５８，３０７KWh 本社データ 

都市ガス ４，５１５㎥ ３，８０２㎥ 
環境ソリューション

部門データ 

用  紙 ２７．４ｔ ２１．２ｔ 本社データ 

車両燃料（注１） 

（ｶﾞｿﾘﾝ・軽油） 
１７，３８０ﾘｯﾄﾙ ４６，７６４ﾘｯﾄﾙ 全社データ 

一般廃棄物 ５１．０ｔ ３７．２ｔ 本社データ 

注１：2006年度実績はリース車両のみの実績。2007 年度は全車両の実績。 
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環境方針 

 

基本方針 

ＮＥＣファシリティーズは、不動産、建設、オフィス管理、プラント施設、環境、保険の

事業活動を通じて、一人ひとりの意識の向上を図り、 

人と地球に優しい循環型社会の形成と環境保全に貢献します。 

 

行動指針 

１．全ての事業領域において企画・計画の段階から環境・安全に配慮し、 省資源・省エ

ネルギー、廃棄物発生の抑制、再利用・資源化を進め環境影響の低減に努めます。 

 

２．環境に関する法規制・条例や自主的な取り決め事項を順守し、お客様や社会への責

任を果たします。 

 

３．経営活動の一環として環境目的・目標を設定し、改善活動を展開すると共に定期的

に見直しを行い、環境パフォーマンスの継続的な改善と汚染の予防に努めます。 

 

４．環境方針は、従業員への環境教育・訓練の徹底と共に、協力会社への指導・支援を

含め周知し、一般の人が入手可能なように開示します。 

 

２００７年６月２０日制定 第３版 

ＮＥＣファシリティーズ株式会社 

                    代表取締役執行役員社長 

               木戸 喜則 
 ＊環境方針は社外のどなたでも入手又は閲覧できます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ＮＥＣファシリティーズ本社 

（ＮＥＣ第二別館） 

 

環境国際規格 

「ＩＳＯ１４００１」認定登録証 
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環境管理組織 
 当社では、最高経営層（社長）並びに全社環境管理総括責任者（環境管理担当役員）か

らのトップダウンによる環境管理活動を展開しています。 

日常の活動は、環境マネジメントシステム責任者（安全環境品質管理部長）が取りまと

めを行い、各管理体（事業部）選出の環境管理総括責任者／統括責任者等により環境マネ

ジメントが実行されています。 

また、重要事項は環境管理総括責任者で構成される環境管理委員会により審議、決定され

ます。 

 

【環境管理実行組織】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  ※環境管理委員会は２００８年１０月より安全環境品質管理委員会に統合の予定。 
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２００７年度 環境管理活動結果 

※評価： ◎：達成（１００％）            ○：ほぼ達成（９０％以上）  

△：一部達成（９０％未満～８０％以上）   ×：未達成（８０％未満） 

 

２００７年度計画 
（環境目標） 

評価指標  目標値／実績値 評価 

目 標 １００％ 
関連作業手順の見直しを行う。 

  目標値：実施率１００％ 

見直し実施率（％）
※実施標準数 

／当該標準数×100 実 績 
１００％ 

（１５標準／１５標準） 

◎ 

目 標 １００％ 
緊急時対応訓練を計画、実施し、手順をレ

ビューする。 

（委託先主催の訓練参加を含む） 

  目標値：実施率１００％ 

訓練実施率（％） 
※実施管理体数 

／当該管理体数×100 実 績 
１００％ 

（１７件／１７件） 

◎ 

目 標 １００％ 環境提案を行う。 

 （効率化、リニューアル提案を含む） 

  目標値：実施率１００％ 

提案実施率（％） 
※実施件数 

／目標件数×100 実 績 
１１２％ 

（3286 件／2940 件） 

◎ 

目 標 １００％ 

環境意識向上のための社内外イベント等に

参加する。 

  目標値：３回／人以上 

平均参加回数（回） 

実 績 

１００％ 
（３回／３回） 

※ｴｺﾗｲﾌ運動、MORE10 活動、 

環境提案、地域ｲﾍﾞﾝﾄ 等 

◎ 

※「２００７年度 当社環境管理実施計画書［進捗管理］（全社版）」より抜粋 

 

２００８年度 環境管理活動計画 

２００８年度計画 

（環境目標） 
評価指標 目標値 

緊急時対応訓練を計画、実施し、手順をレビューする。 

（委託先主催の訓練参加を含む） 

  目標値：実施率１００％ 

訓練実施率（％） 
※実施管理体数 

／当該管理体数×100 

１００％ 

環境事故･トラブル削減に関連する改善活動を実施する。 

  目標値：実施率１００％ 
活動実施率（％） 

※実施件数／当該件数×100 
１００％ 

電力、ガソリン、用紙削減のいずれかに関する改善活動を実施

する。 

  目標値：実施率１００％ 

活動実施率（％） 
※実施件数／当該件数×100 

１００％ 

環境提案を行う。 

目標値：提案件数 

    営業部門 平均３件以上／人 

    その他  平均３件以上／拠点・ｾﾝﾀｰ 

提案実施率（％） 
※実施件数／目標件数×100 

１００％ 

環境意識向上のための社内外イベント等に参加する。 

目標値：参加回数 平均３回／人以上 
平均参加回数（回） １００％ 

※「当社エコアクションプラン２００８」より抜粋 

 



―9― 

環境活動のご紹介 【全社活動編】 

１．みんなでエコ！ 全社共通「エコライフ運動」への取り組み 

２００８年から京都議定書の約束期間がスタート！ 

産業部門では積極的なＣＯ２削減が図られる一方で、 

サービス業やオフィスなどの業務や家庭からのＣＯ２ 

排出量はますます増加しています。 

このままでは、京都議定書の達成は困難・・・ 

当社では２００７年度から「エコライフ運動」を通じて 

当社業務および従業員のご家族を巻き込んだエコ活動を 

展開しています。 

 

①「エコライフ運動ポスター」の作成、掲示 

 当社オリジナルの「エコライフ運動ポスター」を作成。各支店、支社、センターを含む当社全職場に

掲示し意識啓発を行いました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

②「エコ標語」の募集、表彰 

従業員約１４００名から２１９８件のエコ標語が応募され、７月には選考された優秀賞２件、佳作６

件の応募者に対し、社長による表彰状授与式を行いました。 

また、応募者全員のエコ標語を掲載したエコライフ運動ポスター（エコ標語版）を作成し活動参加意識

の啓発を行いました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2007 年 4月 3日 当社2008 年度キックオフ大会 

キックオフ宣言資料より 

「エコライフ運動」ポスター 

社内入選した「エコ標語」 社長による表彰 
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③「私のエコ活動」「みんなでエコチーム活動」の募集、表彰 

 当社従業員個人、ご家族を巻き込んだ「私のエコ活動」。 

当社各部署（チーム）で実践する「みんなでエコチーム活動」 

の募集、活動報告が行われました。 

第１回（上期）は、私のエコ活動５６８名、みんなでエコ 

チーム活動７２チーム参加。１２月には私のエコ活動２２名、 

みんなでエコチーム活動９チームへ「優秀賞」「見える化賞」 

などの表彰を行いました。 

 

④「エコライフ運動パネル展」の開催 

 「私のエコ活動」「みんなでエコチーム活動」の表彰施策 

などを紹介した「エコライフ運動パネル展」を１２月に本社で 

開催し優秀な施策を従業員の皆さんにご紹介しました。 

また、同施策電子版を「エコライフ運動」専用ホームページに 

掲載し、遠方在籍等の事由で当日来場できなかった方々も閲覧 

できるようにしました。 

 

⑤「エコライフ運動」専用ホームページの作成 

 エコライフ事務局（当社、安全環境品質管理部）により 

「エコライフ運動」専用ホームページ（社内イントラネット） 

を開設し、表彰結果、パネル展資料、活動情報、社内外の最新 

エコ情報などを全従業員が閲覧、入手できるようにしました。 

 

※「全社エコライフ運動」は２００７年度で終結しましたが、 

 この活動は、環境マネジメントシステム施策の一環として 

 各部門で継続実施しています。 

 

 

２．社内外環境情報「安全環境品質情報クリップ」の発信 

 当社（安全環境品質管理部）では、毎月１回「安全環境品質情報クリップ」を全社部門長へ発信して

います。また、同情報は社内の共通データベースへ掲載され、法規制改訂、新技術、事故等の安全・環

境・品質情報ツールとして各部内会議等の資料などに活用されています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

表彰・パネル展示された 

「私のエコ活動」「エコチーム」施策の一部 

「エコライフ運動」専用ホームページ 

安全環境品質情報クリップ（記事）の一部 
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３．効率改善全社活動「ＭＯＲＥ１０活動」への取り組み 

前頁のエコライフ運動同様、当社は２００７年度から 

効率改善活動「ＭＯＲＥ１０活動」を全社展開しています。 

同活動は「効率改善＝環境負荷改善」であることから、 

エコライフ運動と連動させた各部署での積極的な取り組み 

が実践され、社長や執行役員が参加・講評する全社発表 

大会の開催や、社外の発表大会へも応募・参加し入賞を 

果たしています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

４．ＩＴ、で、エコ！ 産廃契約書・許可証のデータベース化を実施 

 当社（安全環境品質管理部）では、全社共通の産廃契約書・許可証（PDF 版）を 

社内の共通データベース（ＤＢ）を設置し掲載管理しています。 

 これにより産廃契約書・許可証を各拠点からいつでも閲覧・ダウンロードできる 

ことから、ペーパーレス化や関連作業ミス防止、効率化等に貢献しています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「ＭＯＲＥ１０活動」ホームページ 

毎年開催される「ＭＯＲＥ１０活動」全社発表大会 

木戸社長 開会挨拶 ２００８年度 受賞者の皆さん 

全社共通の産廃契約書・許可証のＤＢ化により適切な産廃文書管理を実施 

（社）日本能率協会主催「全国改善事例発表大会（ＩＴＣ）」でオフィス管理事業ユニットが３年連続入賞！ 

◇発表内容◇ 
２００６年 【優秀賞受賞！】 

 『統合マネジメントを目指した設備・警備グループの協業』 

   玉川ルネッサンスシティビル管理センター 

 

２００７年 【優秀賞受賞！】 

『設備管理における緊急対応力向上への挑戦』      

  湘南・御殿場地区管理センター 

 

２００８年 【特別賞受賞！】 

【超高層ビルにおける照明交換へのＰＭ手法導入】 

  ＮＥＣ本社ビル管理センター 
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環境活動のご紹介 【部門活動編】 
※当社が事業活動を通じて実施している環境活動の一部をご紹介します。 

  

保険事業ユニット 

会員向会報誌「らぷあ」へエコ情報を掲載、会員にエコな暮らし方を提案 
保険本部 

保険事業の会報誌「らぷあ」に、身近なエコ

のはじめ方（シリーズ化）を掲載し、ＮＥＣ

ｸﾞﾙｰﾌ会員 3,500 名に配布し、身近にはじめ

られるエコ活動を通して、環境への意識を高

めてもらえるよう活動しています。 

 

会報誌「らぷあ」インターネットＨＰ 

http://www.necf.jp/insurance/index.html 

 

 

「私のエコ活動」をユニット内で継続実施！ 
首都圏営業本部 

全社で展開された“エコライフ運動”「私の

エコ活動」を今年度も部内に 

・全員参加の取り組みとする 

・積極的な推進を図る 

・日頃から心掛け取り組みやすい活動にする 

ように呼びかけを行い、１００％の参加を継

続しています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

不動産事業ユニット 

家庭でできる身近なエコ♪「快適住生活」を和家（わがや）で提案！ 
不動産本部 

ハウジング営業部が隔月で発行している情

報誌『和家』は、平成２０年度の年間編集テー

マを「エコ＆健康」に設定しました。 

ハウジング情報だけでなく「家庭でできるエ

コ活動」や当社「エコライフ運動」の紹介な

ど、環境記事の掲載をとおして、グループ社

員の皆様（＋ご家族）にエコを身近で感じて

もらえるように取り組んでいます。 

和家は、NEC 全社回覧や各社パンフレット

ラックへの設置、「住まいづくりの会」会員

への自宅配布用として約7,600部発行してい

ます。 

冊子作成については、環境にやさしい再生紙

と大豆インキを使用しています。 

 

ﾊｳｼﾞﾝｸﾞ情報誌『和家』インターネットＨＰ 

http://www.necf.jp/housing.html 
※インターネット版 HPの閲覧には IDとパスワード

が必要です。（ID：estate PW：nefnef) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

活動目標 件数 比率

電力削減(主電源OFF、ｴｱｺﾝ温度調整等） 19 28.4%

ｴｺﾊﾞｯｸﾞ使用(ﾚｼﾞ袋不使用） 16 23.9%

ﾀﾝﾌﾞﾗｰの使用(紙ｺｯﾌﾟ、ﾍﾟｯﾄﾎﾞﾄﾙ減） 4 6.0%

ﾏｲ箸の使用 7 10.4%

自動車等の利用減(自転車、徒歩への切替） 5 7.5%

その他 16 23.9%
67 100.0%

2006 年 7 月「風呂敷を利用し

たラッピング」を掲載 

 

2007 年 7月「マイ箸の薦め」 

を掲載 

2008 年 6･7月号 

「チーム・マイナス６％に参加

しよう!!オスィスで、家庭で、

きっと、もっと、できることが

ある」を掲載 

2008 年 4･5月号 

「自転車のトビラを開こう！ 

CO2 排出ゼロ!!メタボ対策 

にも効果あり!」を掲載 

 

・マイバックや省包装の商品を選ぶと ６２ｇ／日 削減 

・水筒を持ち歩いてジュースは買わないと ６ｇ／日 削減 

・夏期の冷房利用を控えると ２６ｇ／日 削減  

概算： 26g×19 人＝494g， 62g×16 人＝992g， 

 6g×4人＝24g， その他（平均）20g×28 人＝560g， 

【合計】2,070g／日の CO２排出量の削減に貢献 
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建設事業ユニット 

エコロジービルの建設により省エネルギーに貢献！ 
建設エンジニアリング（事） 

エアフロー（空気の流れ）や排熱対策等の建

物自体の省エネ技術の導入や省エネタイプ

のファシリティ設備で運用ができるよう、環

境に配慮した建設設計を行っています。 

また、災害復旧や事業継続計画（ＢＣＰ）対

応として注目される、耐震・免震、空調制御、

無停電電源などの対策をほどこしたデータ

センターの建設事業も行っています。 

 

 

 

 

環境事業ユニット 

ホウ素・フッ素同時処理システム（常温分解処理）により省エネルギーに貢献！ 
環境システム（事） 

当社は、「ホウ素「と「フッ素」両方の独自

処理技術を持つ数少ないベンダーの一つと

して、処理が非常に難しいことで知られる

「ホウフッ化物（BF4
－）」の処理に積極的に

対応しています。 

従来、加熱しないと困難とされていたホウ

フッ化物の完全分解を常温にて実現したこ

とで省エネルギーに貢献しています。 

 

 

プラント施設事業ユニット 

ダミー蛍光管の導入、空調機運転見直しによる省エネ改善を実施 
プラント施設（事）・府中地区 

ＮＥＣ府中事業場様の共用通路・ロッカー

室・キャビネ上部等の天井照明をダミー蛍光

管に交換し、間引き照明による過剰点灯箇所

を削減したことで１０９，０００Ｋｗｈ／年

の省エネ改善を行いました。 

 

また、セントラル空調機及び外気調和機をお

客様の出社時間帯とリンクした効率的な運

転スケジュールに見直し※１したことで、３７

７，７００Ｋｗｈ／年（金額換算：約 390 万

円）の省エネ改善を行いました。 

 
※１ 空調運転見直しに伴う室内 CO2 濃度は、基準

値（1000ppm以下）をクリアしている事を確認。 

 

 

 

 

 

常温での分解を実現した排水処理システム概念図 

空調機の運転スケジュール見直しを実施 

ダミー蛍光管の導入 

導入前 
導入後 

ダミー 

蛍光管 

【データセンターの建設】 

耐震・免震、空調制御、無停

電電源等の対策をほどこした

データセンターの建設。 

【環境配慮型設計】 

駐車場を地上に設け、その上

に人工地盤を形成した設計

により掘削エネルギー消費

削減に貢献。 
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フッ酸排水受槽操作盤電源遮断時の排液漏洩対策を実施 
プラント施設（事）・玉川地区 

運転管理を担当している排ガス／排水処理

施設の付帯槽「フッ酸排水受槽」の操作盤の

警報伝送ルートの改善（変更提案及び作業）

を行いました。 

これにより、異常発生時の情報伝達が従来以

上に速やかに行われ、排液の外部流出すなど

の環境リスクの大幅な低減を行うことがで

きました。 

 

また、この改善内容は、委託先が運転管理を

行う同様装置へも水平展開され模範改善事

例として評価されました。 

 

 

 

オフィス事業ユニット 

お客様のために！ 有事対応訓練の実施 
警備セキュリティ（事） 

私たちは、日常の巡回業務等により、火災を

発生させないように努力しています。 

また、万一、火災が発生した場合に、環境へ

の影響を最小限に抑えるために「有事対応訓

練」を実施しています。 

 

＜訓練内容＞ 

・初期消火訓練 

・屋内屋外消火栓操作訓練 

・空気呼吸器装着訓練 

・非常放送訓練 

・通報訓練 

・大規模災害対応訓練。 

・消防署主催の自衛消防訓練審査会に参加 等 

 

 

 

第３５回多摩川清掃市民運動に参加 
オフィス施設管理（事）・中河原ﾋﾞﾙ管理ｾﾝﾀｰ 

この運動は、毎年、多摩川清掃市民実行委員

会と府中市が企画実施しているもので、今年

で３５回。多摩川の流域を自治会・企業・市

民が一斉清掃するイベントです。 

 

２００８年４月２０日、当社の社員もこの運

動に参加しました。 

 

 

 

 

操作盤にブレーカーを追加し作動時の異常警報を出力

できるように変更改善した。 

 

導入前 
導入後 

屋外消火栓訓練 

 

導入前 
導入後 

空気呼吸器装着訓 

職場同僚とのゴミ拾い 

導入前 導入後 

収集したゴミ 
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近隣小学生へ継続支援／ケナフ苗植＆関連製品を贈呈 
オフィス施設管理（事）・ＳＴＣ管理ｾﾝﾀｰ 

１９９９年よりＮＥＣディスプレイソ

リューション様と協働で、近隣の上大井小学

生へ地球環境保護植物「ケナフ」の栽培支援

（種まき／苗植え、水撒き、刈取り等）を行っ

ています。 

 

２００８年６月１０日、上大井小学校５年生

（66 名）と従業員代表（20 名）によるケナ

フ合同苗植を実施しました。 

場所はＳＴＣケナフ栽培地（約 80 平方㍍）。 

苗植終了後は、ＳＴＣから同校へ、昨年度の

合同栽培ケナフから製品化した卒業証書用

紙、ノート、ペン、笛、などを贈呈しました。 

 

 

支社ユニット 

地域企業団体の定例会で環境講演を実施 
東北支社 

２００８年７月９日、住友グループ・仙台地

区会（泉友会）の定例会において「地球温暖

化防止について」の講演を行い、当社の環境

活動等を紹介しました。 
  

 

 

 

※その他の環境関連事業、活動については、当社ＨＰ（http://www.necf.jp/）をご覧ください。 

 

◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆ 

トピックス・・・本社正面玄関に「簡易型ビオトープ」を設置 

 本社（ＮＥＣ第二別館）では正面玄関に、「簡易型ビオトープ」を設置し、川魚や水生生物を放流、保

護しています。ご来社の際には是非、生き生き育つビオトープの生物たちをご観察ください。 

      

 

 

 

 

 

 

 

※ビオトープ（BIOTOP）：生き物が住みにくい都市部などで、人間によって再構成された自然環境 

 

本社正面玄関に設置されている 

簡易型ビオトープ 

ＳＴＣ各社従業員と 

上大井小学生による合同苗植 

 

導入前 
導入後 

小学生ケナフ製品を贈呈 

当社の環境活動等について講演 

 

導入前 
導入後 



―16― 

 

環境コンプライアンス状況（法令順守） 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

関連ＨＰのご紹介 

 ＮＥＣ環境推進部  http://www.nec.co.jp/eco/ja/  

 

 ＮＥＣファシリティーズ株式会社   http://www.necf.jp/ 

 

※ＨＰアドレスは２００８年８月現在のものです 

ご質問／ご意見等をお寄せください… 

ご質問／ご意見等がございましたら、お手数ですが下記の発行元／ご連絡先まで 

Ｅメール又はＦＡＸでお寄せください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

安全３－０８－００６ 

 

発行元／ご連絡先 

 

発 行 ： ２００８年 ８月 

ご連絡先： 〒105-0014 東京都港区芝二丁目２２－１２（ＮＥＣ第二別館） 

ＮＥＣファシリティーズ株式会社 

       安全環境品質管理部 

        曽我（E ﾒｰﾙｱﾄﾞﾚｽ：k-soga@necf.nec.co.jp） 

        又は、谷田（E ﾒｰﾙｱﾄﾞﾚｽ：m-tanida@ necf.nec.co.jp） 

ＴＥＬ ： ０３－５４７６－５６０８ 

ＦＡＸ ： ０３－３４５５－６５８２ 

                       

 

当社は、定期的に環境関連法規制の順守状況を確認し

ています。 

また、社外の有資格者による内部環境監査の受審（環境

ｺﾝﾌﾟﾗｲｱｲﾝｽ状況確認）やＮＥＣグループ全従業員対称の

行動規範（ｺﾝﾌﾟﾗｲｱﾝｽ等）Ｅラーニングを受講しています。 
 

2006 年１０月 法律その他の要求事項確認結果 →不順守事項なし 

2007 年 ６月 法律その他の要求事項確認結果 →不順守事項なし 

2008 年 ６月 法律その他の要求事項確認結果 →不順守事項なし 

 社外の有資格者による内部環境監査を実施 


